
　

松
本
秀
人
杯
に
相
応
し
い
豪
華
メ
ン
バ
ー
が

全
国
か
ら
集
結
。
北
日
本
の
エ
ー
ス
は
３
年
間

Ｓ
級
Ｓ
班
を
維
持
し
た
当
時
の
脚
力
が
甦
っ
て

る
勝
負
の
鬼
、
守
澤
太
志
（
秋
田
）。
前
で
頑
張

る
の
は
昨
年
の
ヤ
ン
グ
グ
ラ
ン
プ
リ
を
単
騎
で

制
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
中
石
湊
（
北
海

道
）、
年
末
に
は
ヤ
ン
グ
グ
ラ
ン
プ
リ
連
覇
を

狙
う
次
代
の
輪
界
を
担
う
超
大
器
。
関
東
か
ら

は
玄
人
受
け
す
る
運
行
で
人
気
沸
騰
中
の
フ
ァ

イ
タ
ー
鈴
木
玄
人
（
東
京
）
を
抜
擢
。
南
関
東

は
復
活
が
待
た
れ
る
強
烈
パ
ワ
ー
松
井
宏
佑

（
神
奈
川
）
に
、
堅
実
な
捌
き
に
痛
烈
差
し
は

６
年
前
平
塚
Ｇ
Ｐ
Ｖ
時
と
変
わ
ら
な
い
和
田
健

太
郎
（
千
葉
）
の
東
日
本
勢
が
５
名
。
西
日
本

か
ら
は
絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い
運
行
で
記
念
・

特
別
で
も
結
果
を
残
し
て
る
自
力
の
西
田
優
大

（
広
島
）。
九
州
か
ら
は
地
元
代
表
、
松
本
秀
之

介
（
熊
本
）
は
松
本
秀
人
杯
の
常
連
。
抜
擢
し

た
７
人
を
脅
か
す
の
は
、
１
班
で
は
深
谷
知
広

と
練
習
す
る
事
で
復
活
し
た
岡
村
潤
（
静
岡
）。

Ｓ
級
戦
展
望  

勝
負
師
守
澤
太
志
に
好
目
標

Ａ
級
戦
展
望　

パ
ワ
ー
抜
群
伊
藤
京
介

ド
根
性
レ
ー
サ
ー
芦
澤
大
輔
（
茨
城
）。
実
績

の
神
山
拓
弥
（
栃
木
）。
勝
ち
上
が
れ
ば
守
澤
の

後
ろ
に
行
け
る
櫻
井
正
孝
（
宮
城
）。
松
山
オ
ー

ル
ス
タ
ー
競
輪
で
準
決
勝
に
乗
っ
た
小
岩
大
介

（
大
分
）。
自
力
か
ら
追
い
込
み
に
転
向
し
た
宮

本
隼
輔
（
熊
本
）。
自
力
で
も
捲
り
主
戦
の
橋

本
優
己
（
岐
阜
）。
２
班
で
予
選
を
突
破
し
て

準
決
勝
に
乗
っ
て
来
る
の
は
52
才
と
は
思
え
ぬ

闘
争
心
の
塊
、
新
田
康
仁
（
静
岡
）
は
円
熟
の

境
地
。
中
石
湊
の
師
匠
、大
森
慶
一
（
北
海
道
）。

長
崎
支
部
長
職
か
ら
解
放
さ
れ
た
ら
９
月
の
地

元
佐
世
保
で
優
勝
決
め
た
佐
藤
幸
治
（
長
崎
）

は
好
調
持
続
中
。
５
月
当
地
Ｆ
Ⅰ
を
黒
沢
征
治

の
番
手
で
優
勝
し
た
土
屋
壮
登
（
埼
玉
）。
６

月
松
戸
で
木
村
皆
斗
（
茨
城
）
の
番
手
で
故
・

伏
見
俊
昭
さ
ん
を
撃
破
し
て
Ｓ
級
初
Ｖ
を
決
め

た
堀
江
省
吾
（
長
野
）。
熊
本
新
バ
ン
ク
は
早

く
も
５
度
目
に
な
る
１
２
５
期
在
所
１
位
、
遠

藤
拓
巳
（
香
川
）。
地
元
戦
は
５
割
増
し
の
松

本
憲
斗
・
河
崎
正
晴
は
応
援
を
込
め
て
。

　

決
勝
に
乗
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
７
名
の
展
開

予
想
。
ス
タ
ー
ト
抜
群
の
中
石
湊
が
や
る
の
は
、

誰
も
出
さ
ず
仕
事
人
、
守
澤
太
志
に
優
勝
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
大
逃
走
。
鼻
が
利
く
鈴
木
玄
人

は
北
の
後
ろ
か
ら
優
勝
を
狙
う
。
南
関
東
の
２

人
は
豊
富
な
連
携
実
績
で
連
独
占
に
全
力
、
前

で
頑
張
る
の
は
松
井
宏
佑
で
、
番
手
は
決
め
脚

鋭
い
和
田
健
太
郎
。
西
日
本
の
２
人
は
共
に
自

力
型
な
の
で
並
ぶ
事
は
な
く
、
西
田
優
大
も
松

本
秀
之
介
も
北
と
南
関
の
争
い
を
捲
り
勝
負
。

　

Ａ
級
戦
の
超
目
玉
は
１
２
９
期
の
実
質
№
１

伊
藤
京
介
（
三
重
）、
高
校
・
大
学
と
自
転
車

の
名
門
校
で
ス
プ
リ
ン
ト
種
目
の
タ
イ
ト
ル
を

総
ナ
メ
に
し
て
養
成
所
入
り
す
る
や
ゴ
ー
ル
デ

ン
キ
ャ
ッ
プ
３
回
を
記
録
、
７
月
に
本
格
デ

ビ
ュ
ー
す
る
や
、
９
連
勝
３
連
覇
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
は
卒
業
、
１
・
２
班
戦
で
も
異
次
元
パ
ワ
ー

で
快
進
撃
、
Ｓ
級
特
昇
は
時
間
の
問
題
、
熊
本

バ
ン
ク
は
初
め
て
だ
が
不
安
は
ゼ
ロ
、
予
選
・

準
決
勝
は
無
難
に
突
破
す
る
。

　

Ｓ
級
１
班
か
ら
陥
落
し
た
池
野
健
太
（
兵
庫
）

は
走
れ
ば
優
勝
が
、
今
期
の
素
晴
ら
し
い
好
成

績
、
自
分
で
や
る
か
中
近
で
伊
藤
に
任
せ
る
か

は
五
分
の
可
能
性
。

　

東
日
本
で
乗
っ
て
来
そ
う
な
の
は
、
自
在
の

鈴
木
庸
之
（
新
潟
）
と
前
川
大
輔
（
福
島
）、

並
ぶ
事
は
せ
ず
各
々
単
騎
。

　

瀬
戸
内
代
表
は
２
班
の
藤
田
楓
（
岡
山
）、

単
騎
で
パ
ワ
ー
全
開
。
地
元
は
半
田
誠
・
中
村

健
志
の
コ
ン
ビ
が
連
独
占
に
全
力
。
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チャリロト協賛  チャリロト協賛  松本秀人杯争奪戦松本秀人杯争奪戦
令和８年熊本地震復興事業令和８年熊本地震復興事業



バ
ン
ク
情
報

S 級戦決め手別 1、2着
差　し ― 逃　げ （　４２回）
まくり ― マーク （　４０回）
差　し ― 差　し （　３８回）
差　し ― まくり （　３４回）
差　し ― マーク （　２６回）
逃　げ ― マーク （　２５回）
まくり ― 差　し （　２４回）
逃　げ ― 差　し （　１０回）
その他 （　１３回）

（2025 年 2月～ 2026 年 8月）

スピードチャンネル実況中継予定

11月6日㈮ 11月7日㈯ 11月8日㈰

― SP1（690c h ）
― 10：00 ～ 14：30

SP3（692ch） SP2（691c h ）
10：00 ～ 17：00

イベント情報等、最新情報はこちら！
熊本けいりん公式ホームページ・SNS

開門時間
3 日間とも午前 9時 45 分

熊本けいりん公式 YouTubeチャンネル

●熊本 FⅡ  令和 8 年熊本地震復興事業「競輪データなら Betimo 杯」
　ミッドナイト♥　　　　11 月 30 日㈪・12/1 日㈫・2 日㈬
●熊本FⅠ   令和 8 年熊本地震復興事業  「創刊 60 周年九州スポーツ＆ NIPPO 杯」
　デイ開催　　　　　　　12 月 21 日㈪・22 日㈫・23 日㈬

次 回 開 催 内案 ※♥はガールズを含む開催

KEIRIN.JP

インターネット実況中継予定

ホームページ
X

（旧 Twitter）

Ｓ級戦出場予定選手 ( 成績は 9 月 29 日現在 )
級班 選手名 年齢 府県 期別 ＢＫ数
S1 岡　村　　　潤 44 静岡 86 0
S1 和　田　健太郎 45 千葉 87 0
S1 芦　澤　大　輔 44 茨城 90 0
S1 小　岩　大　介 42 大分 90 0
S1 神　山　拓　弥 39 栃木 91 0
S1 守　澤　太　志 41 秋田 96 0
S1 櫻　井　正　孝 39 宮城 100 0
S1 大　石　崇　晴 34 大阪 109 1
S1 林　　　慶次郎 29 福岡 111 0
S1 松　井　宏　佑 34 神奈 113 11
S1 宮　本　隼　輔 32 熊本 113 0
S1 鈴　木　玄　人 30 東京 117 0
S1 橋　本　優　己 26 岐阜 117 2
S1 松　本　秀之介 26 熊本 117 3
S1 西　田　優　大 29 広島 123 8
S1 中　石　　　湊 21 北海 125 2
S2 新　田　康　仁 52 静岡 74 0
S2 大　坪　功　一 49 福岡 81 0
S2 吉　田　勇　人 47 埼玉 86 0
S2 上　田　裕　和 45 三重 86 0
S2 三ツ石　康　洋 46 徳島 86 0
S2 近　藤　俊　明 48 神奈 87 0
S2 大　森　慶　一 45 北海 88 0
S2 中　川　貴　徳 42 栃木 91 0
S2 小　林　弘　和 43 佐賀 91 0
S2 佐　藤　幸　治 41 長崎 92 2
S2 水　谷　好　宏 43 大阪 93 1
S2 蓮　井　祐　輝 43 香川 93 0
S2 内　田　玄　希 45 東京 94 0
S2 佐　藤　龍　二 38 神奈 94 0
S2 山　本　　　奨 37 岡山 94 0
S2 笠　松　将　太 34 埼玉 100 4
S2 山　本　巨　樹 36 大阪 100 0
S2 土　屋　壮　登 39 埼玉 101 0
S2 才　迫　　　開 34 広島 101 4
S2 栗　山　俊　介 38 奈良 103 0
S2 元　砂　勇　雪 35 奈良 103 0
S2 西　田　将　士 43 長崎 105 0
S2 中　西　　　大 36 和歌 107 1
S2 梁　島　邦　友 27 茨城 117 6
S2 畝　木　　　聖 29 岡山 117 3
S2 木　村　佑　来 24 宮城 119 11
S2 堀　江　省　吾 29 長野 119 9
S2 塚　本　瑠　羽 29 神奈 119 2
S2 松　本　憲　斗 30 熊本 119 1
S2 河　崎　正　晴 25 熊本 121 2
S2 望　月　湧　世 23 静岡 123 6
S2 尾　方　祐　仁 22 岐阜 123 3
S2 遠　藤　拓　巳 26 香川 125 9

Ａ級戦主力選手 ( 成績は 9 月 29 日現在 )

級班 選手名 年齢 府県 期別 ＢＫ数
A1 篠　原　龍　馬 45 高知 89 1
A1 鈴　木　庸　之 40 新潟 92 0
A1 中　村　健　志 40 熊本 96 0
A1 池　野　健　太 34 兵庫 109 1
A1 前　川　大　輔 36 福島 113 2
A1 堀　川　敬太郎 25 福岡 123 4
A1 半　田　　　誠 22 熊本 123 6
A2 藤　田　　　楓 23 岡山 127 11
A2 伊　藤　京　介 23 三重 129 10

　
熊
本

　
熊
本

頑
張
れ
！

頑
張
れ
！

級班 選手名 年齢 期別 ＢＫ数
S1 宮　本　隼　輔 32 113 0
S1 松　本　秀之介 26 117 3
S2 松　本　憲　斗 30 119 1
S2 河　崎　正　晴 25 121 2
A1 中　村　健　志 40 96 0
A1 半　田　　　誠 22 123 6
A2 平　　　総　一 55 76 0
A2 池　田　伍功羽 23 121 2

◎守澤　太志（秋田）41 才 96 期生
　2020 年から３年連続してグランプリ出場、
Ｓ級Ｓ班として活躍した稀代の勝負師は取材に
は真摯に応待してくれ、常に本音を語ってくれ
る、ファンを誰よりも大事にする真のスター。
度重なる落車に、付きまとう事故点に苦しんで
たが、復活をアピールしたのが松山オールス
ター競輪の決勝３位。密かにＳ・Ｓ奪還は狙っ
て居り、今回は中石湊と言う頼れるパートナー
を足場に優勝を決める。

◎松本秀之介（熊本）26 才 117 期生
　祖父（秀行）の弟、秀人氏の冠が付いた大会
と言う事で毎年の様に選ばれてるのに未だに優
勝ゼロだが今回は大チャンス、何故なら５月平
塚ダービーから調子はウナギ昇り、随所でロン
グ捲りを決めてたのがやっと実ったのは９月末
の伊東ＦⅠ、今回も対戦する松井宏佑・岡村潤
を相手に今年初優勝。私的にはガールズの美人
妻との間に一男一女が誕生と幸せ一杯。欲しい
のは優勝の２文字のみ。

◎和田健太郎（千葉）45 才 87 期生
　６年前は賞金を積み上げて夢でもあったグラ
ンプリ（平塚）に初出場を決めたベテランは一
瞬の隙を見逃さず直線鋭く抜け出し歓喜の涙を
流し１年間栄光のチャンピオンユニフォームを
纏い、１番車で闘い抜いたのは忘れられない思
い出。口にこそ出さないが今一度あの舞台に立
ちたいで副支部長を兼務しながら日々努力して
るのがこの高得点。狙うは熊本戦初優勝。

◎中石　　湊（北海道）21 才 125 期生
　ナショナルチームで鎬を削った山崎賢人に憧
れてアフロヘアにしたのが良かったのか、今や
太田海也・中野慎詞に肩を並べ、ロス五輪の有
力候補に台頭。本業の競輪は昨年平塚でのヤン
ググランプリを単騎８番手捲りを決めたのは印
象的。ナショナルチームを優先してるので本業
の競輪はあまり走ってないが、熊本の新バンク
は３度目。スケール大きい異次元パワーは必見
の価値あり。

◎松井　宏佑（神奈川）34 才 113 期生
　南関東を代表して記念・特別で結果を残し続
けた大スターなのにここ迄のスランプを経験す
るとは、その原因に成ったのが２月当地全日本
選抜初日特選の落車、かなりのダメージだっ
たのに走り続けたのが大失敗、やっと７割迄は
戻った事もあり、出走に踏み切ったのはリベン
ジしたいから。ここが終われば得意にしてる競
輪祭、弾みを付けるためにも大事な３日間。

◎鈴木　玄人（東京）30 才 117 期生
　先行主体の自力型から追い込み主体の自在型
に転向したのが大成功で、記念・特別で結果を
残した成果が 114 点を越える得点だったのに、
頑張れば頑張る程、避けられないのが落車に失
格、それで点数落としたがそんな事でへこたれ
る様なヤワな性格でなく、立川だけでなく強く
成りたい一心で親しい同期、菊池岳仁（長野）
と合宿を繰り返してるのは楽しみ。

◎西田　優大（広島）29 才 123 期生
　生まれ育ったのは滋賀県、進学校で自転車競
技をスタートさせ、関西大学に進み、長距離走
で活躍。ロードレースのチームに入ってた縁で
広島からデビュー。師匠は名伯楽、吉本哲郎（84
期）。町田太我が同門で同期、黒瀬浩太郎はラ
イバル。時間が合えば広島バンクだけでなく街
道を乗り込んでるのが現在の成績であり得点。
自力でも最後まで諦めないのが長所。


